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【講評】

大問数・小問数ともに昨年通りで、１・２が地理、３・４・５が歴史、６が公民からの出題であった。

地理・歴史分野で昨年は５問出題されていた資料の読み取り問題は、今年は１問と大きく減っている。

逆に今年は、浮世絵の作者の鈴木春信や、ルソーの著書と思想を問うなど、小学生にとっては難易度が高かった。

他にも、商店街に人が来なくなった理由、インドや中国がどのような手段で相手国に抵抗したかを問う問題などは

解答が難しかったと思われる。

総評として、読解力ではなく知識力が得点を左右する入試問題であった。
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